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 事業概要 

JAXA で作成する衛星海洋・雪氷プロダクトを最⼤限に活⽤し, ⽇本⼀の⾼解像度(約 3km 分解能)の
海洋モデル及びデータ同化システムを⽤いて, ⽋損域のない「海中天気予報」を作成し, 衛星情報をよ
り⾝近で利⽤可能なものにすると同時に, 極域を中⼼とした気候変動研究を進め, 地球温暖化予測や
影響評価の精度を向上する. 

 
参考 URL: https://www.eorc.jaxa.jp/earth_observation_priority_research/ocean/ 

 

 JSS2 利用の理由 

⾮常に⾼解像度(3km)な領域海洋モデルに衛星データを毎⽇に同化し, 10 ⽇〜80 ⽇先までの海中の
三次元物理量を予報するため, EORC で通常利⽤している Linux 計算機では実⾏ができないため, ス
パコンが必要である. 

 

 今年度の成果 

海洋研究開発機構(JAMSTEC)と連携して, 昨年度までに JSS2 で構築した⽇本南岸域を対象とした
⾼解像度海洋データ同化システムを名古屋⼤学の協⼒のもとで修正し, 再構築した. モデルを駆動す
る外⼒データを⽶国国⽴気象局(NOAA NCEP)再解析データから気象庁 55 年再解析(JRA55)データに
変更し, 氾濫原モデル(CaMa-Flood)の河川データと衛星全球降⽔マップ(GSMaP)の降⽔データを⽤
いた淡⽔フラックスを新たに導⼊した. また, 局所アンサンブル変換カルマンフィルタ(LETKF)を⽤
い て 衛 星 海 ⾯ ⽔ 温 デ ー タ 等 を 同 化 す る 際 の 安 定 性 を よ り ⾼ め る た め に Incremental Analysis 
Updates(IAU)を⾏うようにした. この再構築に伴い, システムのパッケージ化されたことで, 移植性
が⾼まり, 計算領域の拡⼤や変更が容易になったことが確認された.  

海洋衛星データ同化システムの構築検討 
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また, 名古屋⼤学と連携して, 昨年度構築した⻄部太平洋広域・東南アジア領域⾼解像度 3 次元海洋
同化システム(⽔平解像度:1/12°・1/36°)に衛星海⾯塩分の同化と蒸発量・降⽔量・河川流出量を含
む淡⽔フラックスを新たに実装し, JSS2 で試験を⾏った. ⻄部太平洋広域システムでは台⾵の通過に
伴う海⾯⽔温や海⾯塩分の低下が再現され, ⿊潮・⿊潮続流の流路の改善も確認された. 東南アジア領
域システムでは夏季の河川流出量が多い時期にメコン川河⼝で形成された低塩分⽔, ベトナム沖に形
成される夏季の局所的な冷⽔域や冬季の冷⾆が再現されており(図 1), 海洋環境監視への応⽤が期待
される.  

 

 
図 1: 南アジアシステムによる 2015 年 8 ⽉のシミュレーション結果. 上段
は海⾯⽔温, 下段は海⾯塩分濃度. 左列は衛星による観測結果, 中列はデー

タ同化した場合, 右列はデータ同化がなかった場合.  
(ビデオ。ビデオは Web でご覧頂けます。) 

 
 

 成果の公表 
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Miyazawa, Y., S. M. Varlamov, T. Miyama, X. Guo, T. Hihara, K. Kiyomatsu, M. Kachi, Y. Kurihara, 

H. Murakami, "Assimilation of high-resolution sea surface temperature data into an operational 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：0.77 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 6,661,725.81 0.82 
SORA-PP 0.00 0.00 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 42.92 0.04 
/data 83,866.16 1.48 
/ltmp 8,789.07 0.75 

 

プロセス並列⼿法 MPI 
スレッド並列⼿法 ⾃動並列 
プロセス並列数 20 - 32 
１ケースあたりの経過時間 2.75 分 
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アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 0.00 0.00 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
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